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≪「どんなときでも華は咲く」菅本芳三さん≫

～ 未来につなげる幸せのまち のへじ ～

町の魅力いっぱいの写真（jpgデータ）をお待ちしています。
メール　gikai@town.noheji.lg.jp

皆さまの想い重ねて提言へ
　町のポテンシャル信じて ２

町民の声を背に
　一般質問という名の政策提案 ５～1０



　
令
和
７
年
第
３
回
６

月
定
例
会
が
６
月
18
日

か
ら
20
日
ま
で
の
３
日

間
（
本
会
議
３
日
）
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
議
案
は
、

補
正
予
算
な
ど
15
議
案

で
、
一
般
質
問
で
は
６

名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
政
全
般
に
つ
い
て
、

課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
審
議
し
た

議
案
か
ら
、
注
目
の
政

策
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　
本
会
議
最
終
日
、
１

月
に
開
催
し
た
町
民
と

議
員
の
井
戸
端
会
議
を

経
て
、思
案
し
た
﹃﹁
未

来
に
つ
な
げ
る
幸
せ
の

ま
ち
﹂
を
次
代
に
つ
な

げ
る
決
議
﹄
を
議
会
運

営
委
員
会
（
赤
垣
委
員

長
）
か
ら
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
議
会
は
住
民
福
祉
向

上
、
実
質
的
成
果
を
出

す
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
も
と
に

政
策
立
案
、
提
言
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
議
員
個
人
の
考
え
を

超
え
た「
議
会
の
意
思
」

が
こ
こ
に
あ
る
。

皆
さ
ま
の
想
い
重
ね
て
提
言
へ

�

町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
信
じ
て

６月
定例会

・ふるさと納税の体験型返礼品の開発
・企業版ふるさと納税の獲得

・空き家、空き店舗を活用した取組・ 多世代が共生できるインクルージョン
施設の検討

行政サービス充実へ

賑わいと稼ぐ力を多世代が住みやすいまちに

これからの挑戦の原資に提言

あるものを新たに活かす提言縦割りのない共生施設を提言

対話する

動く

聴く

提言
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令
和
７
年
度
か
ら
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
50
歳
代
か
ら
発
症
す

る
方
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
野
辺
地
町
は
独
自

に
50
、
55
、
60
歳
の
方

へ
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
水
道

料
金
の
収
入
を
主
と
し

て
経
営
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
が
減
る
と
漏

水
な
ど
の
対
応
や
、
町

民
に
安
心
安
全
な
水
を

届
け
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
第
２
回
５

月
臨
時
会
が
５
月
15
日

に
開
か
れ
、
常
任
委
員

及
び
議
会
運
営
委
員
の

選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度

野
辺
地
町
観
光
協
会
予

算
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
町
税
条
例
、
半
島

振
興
対
策
実
施
地
域
に

係
る
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例

等
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
、
承

認
し
ま
し
た
。

『
帯
状
疱
疹
の
概
要
』

　
過
去
に
水
痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）
に
か
か
っ
た

時
に
、
潜
伏
し
た
ウ
イ

ル
ス
が
再
活
性
化
す
る

こ
と
で
、
神
経
に
沿
っ

て
帯
状
に
、
時
に
痛
み

を
伴
う
水
泡
（
水
ぶ
く

れ
）
が
出
現
す
る
病
気
。

症
状
が
治
っ
た
後
も
痛

み
が
残
り
、
日
常
生
活

に
支
障
を
来
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
水
道
料
金
で

は
、
今
後
の
運
営
が
厳

し
く
な
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
対
応
や
古
い

水
道
管
の
更
新
が
で
き

な
い
た
め
、
料
金
改
定

を
実
施
し
て
、
災
害
時

の
対
応
の
た
め
に
貯
蓄

財
源
を
確
保
し
、
水
道

管
や
施
設
の
更
新
を
行

う
も
の
で
す
。

　
令
和
７
年
10
月
１
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

�

◎
赤
垣
　
義
憲

�

〇
戸
澤
　
　
栄

�

横
浜
　
睦
成

�

髙
沢
　
陽
子

�

木
戸
　
忠
勝

�

古
林
　
輝
信

総
務
常
任
委
員
会

�

◎
五
十
嵐
勝
弘

�

〇
中
谷
　
謙
一

�

村
中
　
玲
子

�

野
坂
　
　
充

�

大
湊
　
敏
行

�

赤
垣
　
義
憲

建
設
産
業
保
健
衛
生
常

任
委
員
会

�

◎
木
戸
　
忠
勝

�

〇
横
浜
　
睦
成

�

髙
沢
　
陽
子

�

戸
澤
　
　
栄

�

古
林
　
輝
信

�

岡
山
　
義
廣

�

（
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長
）

予
防
接
種
費
用
助
成
へ

�

帯
状
疱
疹
の
予
防
を

水
道
料
金
改
定

　
　
　
　
約
13
％
増

�

31
年
ぶ
り
の
値
上
げ
へ

任
期
後
半
の

議
会
組
織
決
ま
る

５月
臨時会

（50代女性）

（60代女性）

帯状疱疹予防接種
671万円余り

高額な予防接種なので、
町独自で50歳からの助
成はありがたい。

今回の値上げはやむを得な
い。全国では道路陥没もあ
る。町が責任をもってイン
フラ整備を行い、私たちの
命を守り続けてほしい。
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To�Be�Continued．．

報告
令和６年度一般会計繰越明許費繰越計算書 －

補正予算
一般会計（第３号）
　7100万円増　総額77億6840万円
主に、定額減税補足給付金の不足額給付による。

全員
賛成
可決

国民健康保険事業特別会計（第１号）
　50万円余り増　総額14億8845万円余り
人事異動に伴う給与費の調整などによる。
介護保険事業特別会計（第１号）
　821万円余り減　総額17億4931万円余り
人事異動に伴う給与費の調整などによる。
水道事業特別会計（第１号）
　収益的収入及び支出の既決予定額に増減なし
人事異動に伴う給与費の調整による。

条例改正・廃止
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
仕事と育児の制度利用に関する意向確認等の改正。

全員
賛成
可決

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
法律の改正に伴い、所要の改正を行うもの。
選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
法律の改正に伴い、所要の改正を行うもの。
手数料条例の一部改正
事業の名称を改めるもの。
水道事業条例の一部改正
水道料金の改正を行うもの。
生活支援ハウス運営事業に関する条例の廃止
運営事業を終了したため、条例を廃止するもの。

その他
財産の取得
　消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）
取得価格　3278万円　　
相 手 方　㈲丸栄消機

全員
賛成
可決

財産の取得
　小・中学校教職員用パソコン
取得価格　1452万円　　
相 手 方　㈱ビジネスサービス青森支店
公有水面埋立
県知事から意見を求められたので、異議ない旨を回答
するもの。

議会（委員会・議員）
「未来につなげる幸せのまち」を次代につなげる決議
次代につながるよう更なる町政の充実を求めるもの。

全員
賛成
可決

一般質問で政策提案
ほぼ一瞬でわかる 審議議案と賛否
令和７年第３回６月定例会

町民の声を背に
　町のさまざまな課題等について、町に方針等を聞
くのが「一般質問」。６月定例会では、６名の議員
が登壇し、町政への質問や提言を行いました。ここ
では、ダイジェスト版でお知らせしています。
詳細は会議録をご覧ください。
（９月上旬掲載予定）

支え合い切れ目のない保健福祉

子育て支援と環境づくり　� 　村　中

終活支援とエンディングノート導入　� 　村　中

犯罪被害者等支援条例　� 　中　谷

工夫と連携の地域産業

遊休地の有効活用　� 　木　戸

観光政策と地域おこし協力隊　� 　大　湊

誰もが学べる教育

行在所及び庭園の利活用　� 　大　湊

住み続けたくなる生活環境

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の防災�　五十嵐

メリハリのある行財政

スマホ教室　� 　村　中

職員のカスハラ対策　� 　木　戸

消滅可能性自治体からの脱却　� 　木　戸

自治体ＤＸの推進　� 　大　湊

町長と副町長の責任　� 　赤　垣

原子力立地給付金と地方交付税　� 　赤　垣

忙しい
皆さまに聴く！ 見る！ 考える！ つなげる！ 議会

　“町民”の声をひろいあげます！
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各議員の政策提案のタイトルにあるロゴは、ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の１７の目標に関連しています。

村
むら

中
なか

 玲
あき

子
こ

 議員

問 

共
働
き
家
庭
が
増

え
る
中
、
夏
季
休
業
中

の
児
童
館
の
開
館
時
間

を
親
の
出
勤
前
に
で
き

な
い
か
。

町
長 

小
学
校
入
学
を

き
っ
か
け
に
、
児
童
館

利
用
を
始
め
る
保
護
者

に
と
っ
て
は
、
夫
婦
の

み
で
子
育
て
す
る
方
、

町
外
通
勤
の
方
は
、
出

問 

ス
マ
ー
ト
自
治
体

へ
の
移
行
が
進
む
中
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

に
不
慣
れ
な
方
が
少
な

く
な
い
。
住
民
が
無
理

な
く
集
ま
れ
る
場
所
で

の
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

を
。（
追
跡
：
令
和
６

年
６
月
定
例
会
）

町
長 

小
学
生
が
楽
し

め
る
遊
具
を
設
置
し
た

い
考
え
は
当
初
か
ら
あ

る
の
で
、
引
き
続
き
助

成
金
の
活
用
や
財
政
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、
安

心
安
全
に
楽
し
く
過
ご

せ
る
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
。

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本

的
な
使
い
方
を
は
じ
め
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友
達
登

録
や
設
定
の
方
法
を

テ
ー
マ
に
実
施
す
る
予

定
で
、
詳
細
が
決
ま
っ

た
ら
、
広
報
等
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
た
い
。

勤
前
に
子
ど
も
を
送
迎

す
る
の
が
難
し
い
と
推

察
し
て
い
る
。
可
能
な

限
り
保
護
者
の
要
望
に

沿
っ
た
開
館
時
間
を
検

討
し
た
い
。

問 

公
園
の
遊
具
は
、

主
に
未
就
学
児
対
象
で

あ
る
が
、
小
学
生
等
も

楽
し
め
る
遊
具
の
増
設

は
。

町
長 

今
年
度
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
を
計

画
し
て
い
る
の
で
、
運

用
開
始
に
合
わ
せ
、
町

主
催
の
ス
マ
ホ
教
室
を

一
度
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
教
室
で
は
、

高
齢
者
層
を
中
心
に
ス

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
づ
く
り
を
目
指
す︵
町
長
︶

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
を

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
に
合
わ
せ
開
催
︵
町
長
︶

　保護者が預けたい時にパッ
と預けられるような安心感が
必要と思います。安心がある
ところに子どもが少しずつ増
えていくのではないでしょう
か。

問 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
活
用
支
援
を

当
町
で
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
家
族
と

の
対
話
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
将
来
的
な
備
え

と
し
て
非
常
に
有
効
で

あ
る
。

町
長 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
配
布
す
る
自

治
体
が
増
え
て
お
り
、

町
も
検
討
し
て
い
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
者
や
法

律
相
談
等
が
関
わ
る
こ

と
と
な
る
。
町
民
の
皆

さ
ま
が
終
活
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
を
構
築

す
る
な
ど
、
総
合
的
な

体
制
整
備
も
必
要
で
あ

る
。

エンディングノートの活用を
総合的な体制整備が必要（町長）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

　
高
齢
者
が
人
生
の
終
末

期
や
判
断
力
・
意
思
疎
通

能
力
の
喪
失
を
伴
う
病
気

に
備
え
て
、
自
身
の
希
望

を
書
き
留
め
て
お
く
ノ
ー

ト
。
自
治
体
等
が
無
料
配

布
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
書
か
れ
る
内
容
は
、
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
主
に
、

個
人
情
報
、
年
金
・
運
転

免
許
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な

ど
の
番
号
や
所
在
、
銀
行

口
座
・
生
命
保
険
、
葬
式
、

そ
の
他
希
望
す
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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問 

遊
休
地
が
有
効
活

用
さ
れ
る
よ
う
な
取
組

は
。（
追
跡
：
令
和
６

年
12
月
定
例
会
）

町
長 

町
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
貸
付
・
売
却

対
象
地
一
覧
表
と
位
置

図
を
公
表
し
、
相
談
や

問
合
せ
が
あ
っ
た
際
に

対
応
し
て
い
る
。
町
に

問 

職
員
の
カ
ス
ハ
ラ

対
策
と
し
て
、
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
相

談
体
制
の
整
備
の
進
捗

は
。（
追
跡
：
令
和
６

年
12
月
定
例
会
）

町
長 

職
員
の
情
報
の

取
扱
い
を
見
直
し
、
広

報
の
へ
じ
の
職
員
一
覧

に
お
け
る
顔
写
真
の
掲

載
を
廃
止
し
、
職
員
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
利
活

用
の
話
が
あ
れ
ば
、
前

向
き
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
将
来
的

に
工
業
団
地
等
に
造
成

し
て
活
用
で
き
る
可
能

性
な
ど
も
考
慮
す
れ
ば
、

売
却
や
貸
付
を
急
い
で

進
め
る
考
え
は
な
い
。

名
札
の
表
記
を
名
字
と

所
属
の
み
と
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害

を
受
け
た
と
き
の
相
談

は
、
県
人
事
委
員
会
に

直
接
行
う
こ
と
も
で
き

る
こ
と
を
周
知
し
て
い

る
。

　
電
話
に
は
、
自
動
通

話
録
音
装
置
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。

遊
休
地
の
有
効
活
用
を

　
売
却
や
貸
付
を
急
ぐ
考
え
は
な
い
︵
町
長
︶

職
員
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を

　
事
業
主
と
し
て
適
時
適
切
に
実
施
︵
町
長
︶

緩
や
か
に
し
て
い
く
こ

と
、
ま
た
、
住
ん
で
い

る
方
が
﹁
こ
の
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
﹂
と
思

え
る
よ
う
な
、
将
来
に

わ
た
り
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問 

当
町
も
消
滅
可
能

性
が
あ
る
自
治
体
に
該

当
と
な
っ
た
が
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
対

策
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長 

第
２
期
野
辺
地

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
社
会
減
対
策
と

自
然
減
対
策
に
資
す
る

施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
も
日
本
全
体
で

人
口
が
減
少
し
て
い
く

と
予
測
さ
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
﹁
移
住
・
定
住

施
策
﹂﹁
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
﹂
を

進
め
て
、
人
口
減
少
を

人口減少対策を
持続可能なまちづくりを進める（町長）

木
き

戸
ど

 忠
ただ

勝
かつ

 議員

　遊休地の有効活用として、
系統用蓄電池の設置を誘致す
ることは、地域の活性化、経
済効果が期待できると思いま
す。
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問 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を

策
定
し
た
が
、
住
民
が

自
ら
検
索
や
問
合
せ
を

行
わ
ず
に
必
要
な
情
報

を
自
動
で
受
け
取
れ
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
」

な
ど
数
多
く
の
事
例
が

国
か
ら
示
さ
れ
る
中
、

当
町
は
ど
こ
か
ら
着
手

す
る
考
え
か
。

問 

今
年
度
４
月
か
ら

採
用
し
た
２
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
力
を

借
り
て
進
め
た
い
観
光

政
策
は
何
か
。

町
長 

常
態
化
が
続
い

て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
斬
新
な

視
点
を
取
り
入
れ
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
の
充
実
化

町
長 

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
８
月
か
ら
運
用
開

始
す
る
予
定
。
現
時
点

で
明
確
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
無
い
が
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
可
能
な

取
組
を
順
次
実
行
し
、

国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
を
見
極
め
な
が
ら

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
検
討

す
る
。

や
既
存
施
設
の
有
効
活

用
方
法
を
企
画
・
検
討

し
、
観
光
客
や
交
流
人

口
の
増
加
、
観
光
消
費

額
の
拡
大
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
指
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
現
時
点
で
は
無
い
︵
町
長
︶

こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
は

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
を
行
う
︵
町
長
︶

町
長 

本
年
度
も
引
き

続
き
行
在
所
の
夜
間
特

別
公
開
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
新
た
な
取
組
と

し
て
役
場
駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
鯵

ケ
沢
町
と
当
町
の
祭
り

囃
子
の
共
演
を
企
画
し

て
い
る
。

　
今
後
も
適
切
に
文
化

財
の
保
存
を
行
い
、
当

町
及
び
行
在
所
の
魅
力

発
信
に
努
め
て
い
く
。

大
おお

湊
みなと

 敏
とし

行
ゆき

 議員

　看板や案内板の無い行在所
の現状を問題提起しました。
　庁舎・行在所・庭園を含む
エリアを整備し、誇り高い文
化を守り育てていきたいです。

のへじイルミネーション光物語

問 

新
庁
舎
は
「
歴
史

を
尊
重
し
、
町
の
記
憶

を
繫
ぐ
庁
舎
」
を
基
本

方
針
の
一
つ
と
し
て
建

設
さ
れ
た
。
こ
の
機
会

に
行
在
所
や
庭
園
の
在

り
方
を
見
直
し
、
よ
り

魅
力
的
な
場
所
と
な
る

よ
う
整
備
し
て
は
。

行在所や庭園の利活用は
魅力発信に努める（町長）
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問 

町
長
及
び
副
町
長

の
退
庁
時
間
を
考
え
た

と
き
、
災
害
時
の
危
機

管
理
は
。

町
長 

町
の
地
域
防
災

計
画
で
、
準
備
段
階
か

ら
警
戒
段
階
、
発
生
段

階
等
の
各
フ
ェ
ー
ズ
を

想
定
し
た
配
備
態
勢
や

職
員
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
定
め
て
お
り
、
町

長
が
在
庁
の
場
合
と
不

在
の
場
合
の
報
告
・
連

絡
・
指
示
系
統
に
従
っ

て
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
災
害
発
生
時
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
と
い
う
危
機
管

理
の
た
め
、
体
制
整
備

の
更
な
る
充
実
と
職
員

の
ス
キ
ル
向
上
に
取
り

組
む
。

問 

原
子
力
立
地
給
付

金
を
原
資
と
し
た
役
場

庁
舎
建
設
基
金
と
学
校

建
設
基
金
の
残
高
は
。

町
長 

役
場
庁
舎
建
設

基
金
は
２
億
７
７
３
３

万
円
余
り
、
学
校
建
設

基
金
は
７
０
６
１
万
円

余
り
。

問 

役
場
庁
舎
建
設
事

業
及
び
統
合
小
学
校
建

設
事
業
の
地
方
債
償
還

が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

原
子
力
立
地
給
付
金
の

給
付
額
は
。

　
償
還
完
了
に
必
要
な

総
額
は
。

問 

町
長
及
び
副
町
長

が
不
在
時
の
事
務
処
理

の
影
響
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。
町
長
及
び

副
町
長
の
責
任
と
は
。

日
常
的
に
町
長
は
午
後

３
時
、
副
町
長
は
午
後

４
時
に
退
庁
さ
れ
る
理

由
は
。

町
長 

町
長
及
び
副
町

長
、
町
議
会
議
員
は
、

地
方
公
務
員
法
第
３
条

第
３
項
に
規
定
さ
れ
る

特
別
職
の
地
方
公
務
員

に
な
る
。
特
別
職
は
、

同
法
に
お
い
て
一
般
職

に
適
用
さ
れ
る
勤
務
時

間
や
服
務
規
定
等
は
適

用
さ
れ
な
い
。

町
長 

人
口
減
少
等
も

加
味
し
、
令
和
７
年
度

を
起
点
と
し
て
、
役
場

庁
舎
建
設
事
業
に
係
る

地
方
債
償
還
が
完
了
す

る
令
和
26
年
度
ま
で
の

20
年
間
に
約
22
億
７
千

万
円
、
統
合
小
学
校
建

設
事
業
に
係
る
地
方
債

償
還
が
完
了
す
る
令
和

35
年
度
ま
で
の
29
年
間

に
約
31
億
５
千
万
と
見

込
ん
で
い
る
。

　
原
子
力
立
地
給
付
金

は
償
還
完
了
ま
で
に
併

せ
て
28
億
５
千
万
円
必

要
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

災害時における危機管理は
　連絡体制と組織体制を整備する（町長）

償還に必要な総額は
原子力立地給付金28億５千万円（町長）

赤
あか

垣
がき

 義
よし

憲
のり

 議員

　町の財源は限られています。
公共施設はどれも老朽化。小
学校建設事業は、小中一貫校
も視野に入れて計画を見直そ
う！
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問 

犯
罪
被
害
者
等
に

実
効
性
の
あ
る
支
援
を

ど
う
進
め
る
か
。

町
長 

令
和
６
年
度
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
町
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
身

近
な
役
場
で
の
相
談
窓

口
や
寄
り
添
い
型
の
支

援
で
あ
っ
た
。

問 

犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
に
向
け

た
進
捗
状
況
と
、
今
後

の
見
通
し
は
。

町
長 

町
で
は
、
犯
罪

に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

遺
族
へ
の
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
今
年
度
中
の
条
例

制
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　
条
例
制
定
ま
で
は
、

関
連
す
る
情
報
収
集
に

努
め
、
相
談
窓
口
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

犯罪被害者支援の充実を
　事情に配慮し適切に支援（町長）

問 

犯
罪
被
害
者
等
へ

の
支
援
を
効
果
的
に
行

う
た
め
、
関
係
機
関
や

地
域
住
民
等
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
啓
発
活
動
や
連
携

体
制
の
構
築
は
。

町
長 

条
例
骨
子
の
自

治
体
の
基
本
的
施
策
に

理
解
の
増
進
が
あ
り
、

相
談
窓
口
に
関
す
る
こ

と
や
支
援
及
び
対
策
に

つ
い
て
、
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
。

　
主
な
連
携
先
で
あ
る

野
辺
地
警
察
署
と
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
、
各
個
人
の
事
情
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
適

切
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。

中
なか

谷
や

 謙
けん

一
いち

 議員

　明日にも起こる可能性があ
る犯罪とその被害者に対して、
迅速な支援をするために早急
に条例を制定してほしいです。

犯
罪
被
害
者

　�

　
犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
に
よ
り
、
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又

は
遺
族
を
い
う
。

犯
罪
被
害
に
よ
る
心
身
へ
の
影
響
︵
警
察
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　�

　
犯
罪
被
害
を
受
け
た
後
は
、
一
種
の
シ
ョ
ッ
ク
状
態

が
続
き
、
心
や
体
に
変
調
を
来
す
こ
と
が
多
い
が
、
異

常
な
こ
と
で
は
な
く
、
突
然
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
後
で
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
。

　�

　
周
り
の
人
た
ち
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
変
調
を
理
解

し
て
接
し
、
責
め
た
り
、
無
理
に
励
ま
し
た
り
す
る
こ

と
な
ど
は
避
け
る
。

　�

　
犯
罪
被
害
者
等
の
心
の
傷
の
回
復
に
は
、周
囲
の
人
々

の
理
解
と
共
感
と
支
持
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
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問 

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
を
。

町
長 

災
害
備
蓄
品
や

避
難
所
用
資
機
材
等
の

全
て
を
補
完
・
管
理
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

２
次
的
な
防
災
拠
点
施

設
と
し
て
、
地
域
住
民

の
防
災
教
室
会
場
等
に

使
用
で
き
る
施
設
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問 

防
災
減
災
対
策
の

取
組
は
。

町
長 

例
年
実
施
し
て

い
る
総
合
防
災
訓
練
、

原
子
力
防
災
訓
練
、
各

自
主
防
災
会
の
活
動
等

に
対
し
、
３
万
円
を
上

限
に
補
助
し
て
い
る
。

　
こ
の
結
成
数
を
増
や

す
た
め
、
各
自
治
会
や

団
体
等
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
を
開
催
し
て
お

り
、
町
が
実
施
す
る
補

助
金
な
ど
の
活
動
支
援

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
活
用
方
法
な
ど

を
説
明
し
て
い
る
。

　
行
政
が
行
う
公
助
と

地
域
の
共
助
、
住
民
の

自
助
の
融
合
が
、
災
害

時
の
被
害
軽
減
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問 

津
波
避
難
計
画
は
、

地
域
防
災
計
画
か
ら
抜

粋
し
た
簡
易
版
で
あ
る

が
、
計
画
と
し
て
分
か

り
づ
ら
い
が
。

町
長 

地
域
防
災
計
画

の
全
編
修
正
を
機
に
、

必
要
事
項
が
記
載
さ
れ

た
部
分
の
修
正
も
含
め
、

そ
の
内
容
を
計
画
に
反

映
さ
せ
、
分
か
り
や
す

い
一
つ
の
計
画
と
し
て

改
訂
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問 

避
難
所
生
活
環
境

改
善
事
業
の
詳
細
は
。

町
長 

本
事
業
は
、
避

難
所
の
生
活
環
境
及
び

防
災
・
減
災
に
必
要
な

資
機
材
に
つ
い
て
、
平

時
の
利
活
用
も
含
め
て

検
討
し
、
整
備
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
交
付
金

事
業
で
あ
る
。

　
町
で
は
、
避
難
所
生

活
改
善
事
業
と
し
て
、

避
難
所
開
設
時
に
使
用

す
る
資
機
材
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
整
備
す
る
の
は
、
防

災
倉
庫
、
シ
ャ
ワ
ー
設

備
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
折

り
畳
み
ベ
ッ
ト
、
簡
易

ト
イ
レ
、
ペ
ッ
ト
サ
ー

ク
ル
、
ク
イ
ッ
ク
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
、
避
難
所

開
設
キ
ッ
ト
な
ど
で
、

12
月
末
ま
で
に
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

巨大地震への早急な対策は
　防災減災に向けた取組を図る（町長）

五
い

十
が

嵐
らし

 勝
かつ

弘
ひろ

 議員

　巨大地震を含め、自然災害
はいつ何時、発生するか誰に
も分かりません。防災減災対
策の推進が町民の生命を守る
ことにつながります。
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　「人口減少に伴う給水収益の減少」と「水道施
設、管路の老朽化」により、水道料金を約13％
値上げし、「給水事業の維持」と「水道施設、管
路の更新」を行い、将来にわたって水道水を利
用できるようにするものです。
　このほか、「まかど温泉スキー場あったかハウ
ス周辺の土地の利用」「公共施設等総合管理計画
の改訂」について、執行部から報告を受けてい
ます。

委員会レポート

全員協議会

町の課題を調査・研究しています

建設産業保健衛生常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

 野辺地町の水道を持続可能に 

ハラスメント対策特別委員会

統合小学校新築事業調査特別委員会

委員長　木戸　忠勝

委員長　五十嵐　勝弘

委員長　赤垣　義憲

委員長　村中　玲子

委員長　大湊　敏行

　認知症高齢者見守りネットワーク事業について
説明を受けました。
　高齢者等が行方不明になることを未然に防止す
るための支援で、地域全体で高齢者等を見守ると
ともに、関係機関と共有し、町全体で見守り体制
を強化するものです。

次の調査は..
　物価高騰等による学校給食の対応
　地域公共交通計画策定に向けた進捗状況

 高齢者等の見守りを地域一体で 

　議員によるハラスメント行為の実態を把握する
べく、議員や町職員にアンケート調査を行いまし
た。議員、町職員いずれも議員からハラスメント
行為を受けたことがあるとのこと。

次の研究は..
　議員対象のハラスメント研修
　議会ハラスメント防止条例の検討

議員のパワハラ・セクハラ根絶へ

　統合小学校の基本設計が完了し、実施設計へ。
　校舎、体育館、グラウンド、児童館の新築工事、
既存校舎の解体工事を含め、令和10年度内の完了
を見込んでいます。

統合小学校いよいよ本格化

　町議会議員定数の検討する上で、「議員間で討
議できる人数」「議会の意義である多様性」「議会
の組織」から調査を進めます。
　人口減少時代において、多様な課題に執行部が
直面する中で、議事機関である議会の役割は大き
い。住民自治の充実は、このような時代において
重要であり、充実した議会活動の観点から検討し
ます。

議員定数の在り方とは

　こかぶ農家へ視察し、今年の野辺地葉つきこか
ぶの生育状況を確認しました。本格的な夏を前に
立派に育っていました。
　ホタテ漁業者に同行し、耳づりの養殖ホタテの
状況を現地確認しました。ほとんどのホタテがタ
イの食害に遭っているとのこと。議会としてでき
ることを模索しなければいけません。

町の特産品は今

ジューシーなこかぶを前に ホタテ被害　町漁協と懇談

議員ハラスメント
実態調査
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（小学校高学年と保護者）
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議員は何してる？
議員の活動

action

広
報
委
員
会

９月　４日（木）　提案理由説明等
９月　５日（金）　一般質問
９月１０日（水）　決算審議
９月１１日（木）　決算審議
９月１２日（金）　議案等審議
　※いずれも午前９時３０分からです。
　　日程は変更になる場合があります。

９月定例会の予定

皆さまからのおたより

とある声なき声

 いっぱい　のへじ愛
　あったらどうだろ　この町に

「烏帽子岳
ジップライン」を

　令和７年３月定例会及び６月定例会におい
て、傍聴者にアンケートのご協力をいただき
ました。貴重な意見等ありがとうございました。
一部抜粋して掲載します。

「原稿を読むだけではなく、発言に想いを。」
「議会中は仕事なのでインターネット中継を。」
「一般質問の登壇議員がいつも同じ。」　烏帽子岳から陸奥湾までをジップライン（ワイ

ヤーロープを滑車で滑り降りるアウトドアアク
ティビティ）で結び、野辺地町を上空から堪能で
きたら楽しいだろうと思います。
観光名所間違いなし！
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